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バーチャルプロダクションシステムをワン
ストップで

今回のリニューアルでは、既存のスタジオを第1スタジオとし、

副調整室としても使える控室を併設した第2スタジオを増設した。

第1スタジオは、クロマキー合成でよく見られる布製のグリーン

バック (背景幕) ではなく、壁面がグリーンに塗装されていること

でより高品質な合成を実現できるスタジオだ。今回これをさらに

3面Rホリゾント化するとともに、天井にはクロマキー合成用に最

適化した照明を常設した。第2スタジオは小中規模の配信スタジオ

として利用したり、必要に応じてグリーンバックを設置し、通常の

クロマキー合成用スタジオとして使用したりすることも可能だ。

どちらのスタジオも配信機材や専用ネットワーク回線を完備し、

本格的なライブ配信に対応している。

VR/AR技術を活用した最先端のバーチャル
プロダクション

第1スタジオにはZero Density社のリアルタイム合成ツール Realityと、

stYpe社のカメラトラッキングシステム RedSpyを導入。

Realityは、VR/ARを活用したハイクオリティなバーチャル映像表現

をリアルタイムで実現できる、最先端のソリューションだ。ゲームエン

ジンとして知られる3D制作プラットフォーム Unreal®Engineを利

用したリアルタイムノードベースの映像合成ソフトで、ビデオI/O、

キーイング、合成、レンダリングを単一のソフトウェアで行う。

従来のバーチャルシステムが、背景、人物の実写映像、オブジェクト

を平面のレイヤーで重ねて構成する2D合成であるのに対して、

Realityはそれらを3Dの空間内に配置し合成する。そのため、人物や

オブジェクト同士の前後関係の表現が可能で、これまでにはない、

より「リアリティ」の高い映像演出が可能となる。

Realityの最大の特徴は、他に類を見ないキーイングの精度の高さだ。

足元の影の映り込みや、水が入ったペットボトルの透過、髪の毛の

ディテール、光沢のある素材への反射も驚くほど綺麗に表現する。より 

“リアル” な感覚を与えることができ、これまで以上に没入感のある

コンテンツ制作が可能になる。

リアルタイムCG合成に欠かせないカメラトラッキングには、光学式

カメラトラッキングシステム RedSpyが採用された。撮影用カメラ

に取り付けられたRedSpyが、本体上部の赤外線カメラでスタジオ

の天井に貼られた専用マーカーを検知して、カメラやオブジェクト

の位置情報 (座標) を正確に収集する。カメラの映像と、位置情報や

レンズデータは、Realityがインストールされたワークステーション

へ送信され、Reality上のバーチャルセットにリアルタイムに反映・

合成された映像が出力される。出力された映像は、最終出力先となる

モニターやLEDウォール、配信システムへと送られる。

Realityを搭載したワークステーションには、ビデオI/Oカードとし

てAJA社のPCIeカード Corvid 88が組み込まれており、8系統の

SDI (シリアルデジタルインターフェイス) 入出力を可能にしている。

RealityとRedSpyの同期にはAJA社のHD/SDシンクジェネレー

ター GEN10を採用し、マルチカメラ撮影の際は、Timecode 

Systemsのワイヤレスタイムコード同期デバイス UltraSync ONE

がシステム全体の同期を担う。

「平和島XRスタジオ」にはメディアサーバーとしてdisguiseも導入

されており、リアルタイムグラフィックツール Notchと併用して、印象

的なビジュアルエフェクトを加えることもできる。Reali t yと

disguise、両システムの特長を融合させたXR演出ができるのは、

他のスタジオにはない最大の特長だ。

2Dバーチャルとリモート出演に最適なライブ
映像制作システム

もっと手軽にバーチャルイベントに取り組みたいというニーズにも

応えられるように、NewTek社のライブ映像制作・配信システム 

TriCaster 2 Eliteを中心とした2Dバーチャルプロダクションシス

テムも用意されている。

TriCasterは、番組作りの基本となるスイッチング・収録・配信・合

成・テロップ作成の機能が1台に詰め込まれている映像制作システ

ムだ。コンサート、eスポーツ大会、企業イベントなどのライブ配信

を世界中で支えている。NewTek社が開発したIPビデオ伝送方式

「NDI (ネットワークデバイスインターフェイス)」をベースにしたシ

ステムの構築や、既存の業務用映像機器との接続のためにSDIに

も対応している。

TriCasterシリーズには、バーチャルセット作成ソフトウェア 

Virtual Set Editorが付属しており、カスタマイズ可能なテンプ

レートが豊富に用意されている。合成専用スタジオでなくても、

グリーンの背景布を設置すれば、比較的簡単にバーチャルプロダ

クションに取り組めるので、企業のインハウススタジオや大学など

でも導入されている。すぐに馴染める直感的な操作性も魅力の一つだ。

2020年に発売されたTriCaster 2 Eliteは、ZoomやMicrosoft 

Teamsなどのオンライン会議アプリケーションとのスムーズな連携

平和島XRスタジオ、最先端のリアルタイムCG合成システムで
バーチャルイベントの制作と配信を強化

アークベル株式会社が運営するバーチャルプロダクション専用の撮影施設「平和島XRスタジオ」がリニューアル。
新型コロナウイルス感染拡大を背景に増加するバーチャルイベントのニーズに応えるため、
既存の設備を拡充し、新しい形の撮影・イベント運営に最適化した環境を整えるとともに、

リアルタイムCG合成システムによるバーチャルプロダクションおよび配信ソリューションを導入することで、
さらなる進化を遂げた。

撮影・イベント運営の「新しいカタチ」を実現する
スタジオへ

映像・音響機材のレンタル事業と映像メディアの企画制作を中心

に展開しているアークベル株式会社 (本社 : 東京都大田区、以下

アークベル) が運営する「平和島ＸＲスタジオ」は、壁面3面を

デジタルグリーンに塗装した都内有数のバーチャル配信施設だ。

1990年の創業以来、数々のリアルイベントの運営を手がけてきた

アークベルは、2020年春から高まっているオンラインイベント

需要に応えるため、本社内に同スタジオを新設し、映像合成技術

を取り入れたバーチャルイベントのライブ配信も行なっている。

そして2021年2月、バーチャルイベントの増加に伴い、スタジオ

をリニューアル。既存の設備を拡充し、新しい形のバーチャルイベ

ント制作に幅広く対応できるシステムを構築した。リニューアルした

スタジオには、Zero Density社のリアルタイム合成プラット

フォーム「Reality (リアリティ)」、stYpe社のカメラトラッキング

システム「RedSpy (レッドスパイ)」、NewTek社のライブ映像制作

システム「TriCaster 2 Elite」など、最先端のバーチャルプロダク

ションおよび配信ソリューションが導入された。

多様な演出ニーズにも柔軟に対応できるシステム

新型コロナウイルスの感染拡大により、VR (仮想現実) やAR (拡張

現実) の映像合成技術を活用したオンラインイベントへの関心が

高まった。しかし、それらの合成技術を使った映像制作は、これまで

映画やCM、テレビ放送など一部の業界でしか利用されておらず、

VR/ARを取り入れたイベントの配信は、アークベルやその顧客に

とって新しい取り組みだった。

バーチャルイベントが広がり始めた当初は、イベントの主催者や

イベント制作会社の中には、「バーチャルイベントは、イベントホール

や広い場所を借りる必要がなく、低コストで開催できる」という

認識があった。しかし実際には、イベント成功のカギとなるバー

チャル世界の作り込みには、それ相応のコストがかかる。バーチャル

セットの制作などの新たな作業と費用が発生する上、綿密な打ち

合わせも欠かせない重要なプロセスだ。アークベルがいくつかの

バーチャルイベントを経験する中で、一言にバーチャルイベントと

言っても、顧客によって目的と求める演出が異なることが見えてきた。

そこで、幅広い演出と予算に応じた柔軟な提案ができるスタジオ

へのリニューアルに踏み切った。

を可能にする Live Call Connect機能を搭載しており、参加者のビデ

オ通話を個別の映像ソースとしてシステムに取り込めるので、複数のリ

モート出演者がいる場合の番組制作に非常に適している。

幅広いジャンルのバーチャル撮影、オンライン
配信を実現

「平和島XRスタジオ」は、今回のシステム拡充により、気軽にバーチャル

イベントに取り組んでみたいという顧客から、最先端の3Dリアルタイム

合成による驚きの演出や、高精度・高画質の合成を駆使した映像表現を

求める顧客まで、幅広いニーズに対応できるスタジオへと生まれ変わった。

バーチャルイベントはまだまだ発展段階にあり、アイデア次第で無限

の可能性を秘めている。商品を手のひらに浮かせた演出や、一瞬で別

の世界に移動するなど、バーチャルならではの演出が可能になる。

Realityは、映像表現のクオリティの高さから、世界各国の放送局が導

入しているほか、映画やCMなどの映像作品のリアルタイムプリビズ 

(Pre Visualization) としても利用されている。RedSpyも、高精度な

リアルタイムトラッキングシステムとして世界的に高い評価を受けて

いる。映像業界で実績のある両社のソリューションは、これからもオン

ラインイベントの可能性を広げていくだろう。

もちろん、2D の合成だけでも演出の幅は十分

に広がる。限られた予算でバーチャルプロダク

ションに取り組んでみたいという場合は、

TriCaster がおすすめだ。 アークベルでは、背景

の CG に動画を使うことでステージに変化を持

たせる演出も提案している。背景を動かして奥

行きを感じさせることで、カメラを固定した状態でも 2D バーチャ

ル空間を立体的に表現することが可能だ。(サンプル動画①を参照)

「平和島XRスタジオ」では既に製品発表会や表彰式、企業イベント、

音楽ライブなどの多彩なシーンでの撮影・配信が行われている。

羽田空港からのアクセスも抜群で、スタジオまでは車両を横付けし

て荷物が搬入できるなど、導線にも配慮されている。同じフロアに

は豊富なレンタル機材を揃えた機材センターがあるので、機材構成

が変更になった場合でもすぐに対応可能だ。また、複数の控室やメ

イクルームも完備し、快適な環境で制作に集中できる。

アークベルは、新しくなったスタジオと、30年以上のイベント運営で

培ったノウハウを最大限に活かして、オンラインイベント制作や

バーチャル配信のさらなる発展に寄与していく。
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幅広いジャンルのバーチャル撮影、オンライン
配信を実現

「平和島XRスタジオ」は、今回のシステム拡充により、気軽にバーチャル

イベントに取り組んでみたいという顧客から、最先端の3Dリアルタイム

合成による驚きの演出や、高精度・高画質の合成を駆使した映像表現を

求める顧客まで、幅広いニーズに対応できるスタジオへと生まれ変わった。

バーチャルイベントはまだまだ発展段階にあり、アイデア次第で無限

の可能性を秘めている。商品を手のひらに浮かせた演出や、一瞬で別

の世界に移動するなど、バーチャルならではの演出が可能になる。

Realityは、映像表現のクオリティの高さから、世界各国の放送局が導

入しているほか、映画やCMなどの映像作品のリアルタイムプリビズ 
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リアルタイムトラッキングシステムとして世界的に高い評価を受けて

いる。映像業界で実績のある両社のソリューションは、これからもオン

ラインイベントの可能性を広げていくだろう。

もちろん、2D の合成だけでも演出の幅は十分

に広がる。限られた予算でバーチャルプロダク

ションに取り組んでみたいという場合は、

TriCaster がおすすめだ。 アークベルでは、背景

の CG に動画を使うことでステージに変化を持

たせる演出も提案している。背景を動かして奥

行きを感じさせることで、カメラを固定した状態でも 2D バーチャ

ル空間を立体的に表現することが可能だ。(サンプル動画①を参照)

「平和島XRスタジオ」では既に製品発表会や表彰式、企業イベント、

音楽ライブなどの多彩なシーンでの撮影・配信が行われている。

羽田空港からのアクセスも抜群で、スタジオまでは車両を横付けし

て荷物が搬入できるなど、導線にも配慮されている。同じフロアに

は豊富なレンタル機材を揃えた機材センターがあるので、機材構成

が変更になった場合でもすぐに対応可能だ。また、複数の控室やメ

イクルームも完備し、快適な環境で制作に集中できる。

アークベルは、新しくなったスタジオと、30年以上のイベント運営で

培ったノウハウを最大限に活かして、オンラインイベント制作や

バーチャル配信のさらなる発展に寄与していく。
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